
ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲに集う 

すべての仲間の 

ＪＲ連合への 

総結集を！！ 

Ｎｏ． １０１ 

２０２０年４月６日 日本鉄道労働組合連合会 

 

ＪＲ連合は本日、緊急持ち回り執行委員会

で、荻山市朗会長を本部長とする「コロナウ

イルス感染拡大対策本部（以下、対策本部）」

を設置した。 

 

現在国内では、新型コロナウイルスの感染

拡大に伴い、自治体から不要不急の外出や出

張等の自粛要請が発せられるなど、国難とも

言うべき未曾有の事態に直面している。そし

て、ＪＲ産業においても鉄道をはじめ、ホテ

ル、飲食、物販（弁当）、旅行、船舶などの多くの事業で甚大な影響が及んでいる。 

こうした状況を踏まえ、各エリア連合では加盟単組との意見交換を実施し、ＪＲ西日本

連合では緊急影響調査を行うなど、グループ会社の状況把握に鋭意努めている。ＪＲ連合

においてもＪＲグループ労組連絡会幹事会を開催し、情報の共有化に努めてきたところで

ある。 

 

ＪＲ連合は労働組合の立場として、ＪＲ産業に働く全ての仲間の雇用を全力で守ってい

くこと、そのためにもＪＲ産業を構成する全ての企業が雇用確保を前提として事業が継続

できる環境を整え、事態収束後には全ての仲間の結集でＪＲ産業を支えていく環境を創り

出したいと考える。そのためにも、上述の取り組みを深掘りしながらこれまで以上に加盟

単組との情報共有や意思疎通を図るとともに、事業者や政治・行政、連合及び他産別等と

の連携を密接に図るべく、対策本部を設置したものである。 

 

同対策本部では、刻一刻と変化する情勢の把握はもとより、働く仲間への影響等が見込

まれる情報の収集に鋭意努めるとともに、それにより集約した情報を逐次加盟各単組と共

有化を図ること、さらに雇用や勤務に関する様々な取り扱いに苦慮している加盟単組やエ

リア連合からの個別相談に鋭意対応していく。 

 

事態は長期化の様相を見せているが、ＪＲ連合ビジョンに謳われている通り、ＪＲ産業

の明るい将来展望を私たちの手で切り拓くべく、私たちは様々な関係主体と連携し、能動

的な取り組みを進めていく。 


